
 

 

 

     7 月 4日(土)「宇宙の学校®」宇宙教育指導者セミナー（三重県四日市市） 
7 月 5日(日）「宇宙の学校®・みえ」スクーリング① 

     開校式・「風見鶏をつくろう」と「かさ袋ロケットをつくって打ち上げよう」 

 
三重県初、そして近畿地方（関西圏）で「宇宙の学校®」が開校しました。

昨年度から三重県で「宇宙の学校®」を始めたいと連絡があり、地元の主催者

の方が準備を進めて、2025年 7月 5日に開校式を迎えました。 

開校にあたり、前日 7 月 4 日に、スタッフ向けの宇宙の学校®宇宙教育指

導者セミナーを実施し、スタッフの方や地元の興味がある 13 名の方が参加

しました。「宇宙の学校®」は宇宙教育と宇宙の学校の趣旨に賛同していただ

いた上で開校しますが、セミナーで趣旨や理念のお話や活動時の安全管理に

ついての講義の後、教材演習を行います。大人達が時には童心に帰って教材

演習を楽しみながら、指導者やスタッフの視点で実践的に学びました。 

次の日のスクーリングでは、もともと四日市で科学教室等を行っている

方々なので、KU-MAスタッフが会場に到着した時には、会場設営から受付 

など準備がすっかり出来上がっていました。 

開校式では稲葉副会長が参加者に宇宙教育と「宇宙の学校®」の趣旨や活

動内容を話しました。教材プログラムは「風見鶏をつくろう」と「かさ袋

ロケットをつくって打ち上げよう」を行い、ロケットがまっすぐ飛ぶ仕組

みを家族で学びました。両日とも暑い日でしたが無事に終わりました。 

 

 

 

8 月 23日（土）「宇宙の学校®」宇宙教育指導者セミナー（福島県大熊町） 

 
 

昨年度からスタートした福島県大熊町「宇宙の学校®」は大熊町で高等学校

や放課後児童クラブを運営している星槎グループ東北プロジェクトが主催で

開催しています。 

宇宙教育指導者セミナーの参加者は主に大熊町の地元の方や移住してきた

方、インターンの大学生など様々でした。次の日の「宇宙の学校®」の開催に

向け、セミナーを行いました。内容は午前中に宇宙教育のお話と安全管理、

午後は教材演習の組み合わせで、皆さん熱心にお話を聞いていました。 

 

教材演習は楽しくなるのか、稲葉先生の話を聞かないでどんどん作って 

しまう方や、気に入った教材でずっと遊んでしまう方もいて、子どもと変わ

らないなと思いました（先生に見つかっていました。) 
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個人的な話ですが、常磐線は取手駅までしか乗ったことがなく、福島県まで初めて乗りました。 

途中で太平洋が見える場所があり、普段見られない景色でした。 

宿泊先は常磐線の富岡駅、会場は大野駅の近くでしたが、二つとも駅舎が新しくて綺麗でした。東日本

大震災と福島第一原子力発電所の事故で永らく不通だった富岡駅と浪江駅間が復旧したのが 2020年 3月なので 5年しか経ってい

ないからです。駅周辺も空き地が多く、被災した建物が手付かずで残っています。町の面積の半分は放射線量が基準値 

を下回らず、立ち入ることができないエリアです。幹線道路から入る道がバリケードで封鎖されている光景を思い出す 

のは毎年 3月 11日前後のニュースのその時ぐらいですが、ニュースで聞いているだけでは分からないもので、実際に 

現地で見ると考えさせられるものがあります。住民の帰還が始まったとはいえ、みんながすぐ戻ることができるわけ 

でもなく、戻らない選択をする方もいて以前の人口には戻らないそうです。ただ、大熊町を復興させたい、盛り上げ 

たいという想いで移住した方もいて、セミナーに参加した方の中にもいらっしゃいました。 

宇宙の学校® 

宇宙教育 

指導者セミナー 

神奈川県相模原市の商業施設アリオ橋本で 8月 12日から 17日に開催された「さがみはら宇宙 week in

アリオ橋本」に、KU-MA「宇宙の教室」として出展しました。プログラムは「大気圧を感じてみよう！」

「星砂で星座絵をつくろう！」お盆期間だったので参加者が少ないことを心配していましたが、多くの

方に参加していただきました。 

「大気圧を感じてみよう！」は、実験中心の内容なので工作したものを持ち帰ることができないため、

下敷きと貼って剥がせるフックで大気の重さを感じられる実験道具を作りました。手前味噌ですが、 

なかなか出来が良く、宇宙の学校®等の大気圧実験の時に作成する良い教材ができました。 

「星砂を探して作る星座絵」はどの会場で実施しても、子どもも大人も夢中で星砂を探す姿は変わりま

せん。星砂が混ざっている海岸の砂なので、星砂のほかにもサンゴのかけらや貝殻、ウニのとげなど色々

なものが見つかるので楽しそうでした。今回は特別バージョンで蛍光パウダーを混ぜたボンドで星砂を

貼り付けました。部屋の明かりを消すと星が明るく浮かび上がって綺麗な星座が見られます。 

8 月 14 日(木)  KU-MA「宇宙の教室」inアリオ橋本（神奈川県相模原市） 

「大気圧を感じてみよう！」「星砂を探して星座絵をつくろう！」 

家族で楽しく学ぶ 

宇宙の教室 

企業・団体会員の CKD 株式会社（愛知県小牧市）にて 

「モノづくりから学ぶ理科教室」の開催支援を行いました。 

本事業は 2015 年から、会員の NPO 法人 こまき市民活動ネット

ワークと 3者が連携して実施しています。 

モノづくりと工場見学を組み合わせた内容で毎年大変人気の

講座です。この日はホバークラフトをつくって空気の力について

楽しみながら学びました。工作の後は、ショールームや工場見学

を行いました。 

企業 CSR活動支援事業 

-企業と子どもの学びをつなぐ- 

8 月 6 日(水) CKD株式会社「モノづくりから学ぶ理科教室」（愛知県小牧市） 

ホバークラフトをつくろう！ 

3年目を迎えた AWS絆プロジェクトです。フリースクール太陽の村の 2回目は、宇宙のお話「太陽

フレア爆発や超新星爆発が地球におよぼす影響を考える」と工作「飛ぶ種子のモデルをつくろう」を

実施しました。初めは太陽フレアや超新星爆発のお話。聞いたことがある言葉ですが、遠い宇宙で起

こっていることが自分たちの住んでいる地球に影響があることに驚いていました。 

工作は「飛ぶ種子のモデルをつくろう」植物のアルソミトラ・マクロカルパの種子はグライダーの

ような形をしていて、滑空して遠くに種子を飛ばします。上手に作ると長い時間滞空するのですが、

これが上手に作るのが難しい。最初は苦戦していましたが、飛ばしておもりの位置を調節すると、 

だんだん滑空するようになっていきました。ラワンやニワウルシなど他にも空を飛ぶ種子の模型を 

作って、飛び方を観察しました。最後に、みんなが作った種子のモデルを箱に入れて、高い所から 

降らすとみんな嬉しそうにしていました。 

AWS 助成事業 絆プロジェクト 8 月 28 日(木)太陽の村ミッション２ 
宇宙のお話と「飛ぶ種子のモデルをつくって考えよう」 

AWS助成事業 

絆プロジェクト 事務局 田口 
現場メモ✐ 

家族で楽しく学ぶ 

宇宙の教室 

8 月 10 日（日）KU-MA「宇宙の教」in 宇宙の店(東京都港区)  

「星砂を探して星座絵をつくろう！」「宇宙コマをつくろう！」 

夏休み家族で楽しく学ぶ KU-MA「宇宙の教室」in 

宇宙の店（東京都港区）を行いました。 

夏休み期間だったからか満員御礼！ 

工作の後で 9月の皆既月食について、どうして 

皆既月食がおこるのか、いつ、何時ごろにおこるの 

かなどをご紹介しました。真夜中だったけど家族で 

観察できたかな。次回の皆既月食は 2026年 3月 3日です！ 


